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7 - アインの 魔除け 


• アインとは： 嫉妬す る 者の ム から、 その 対象に 向かって 発される 視線の ことです。 そ 
れは 時には 効力を 発揮し、 また 時には 効果を 発する ことのない まま 終わります。 もし 
対象が アイ ン に対する 何の 予防 も していない 無防備な 状態で あれば、 それは 必ず 効果 
を 奏する でしょう。 そしても し 対象が アインに 対して 警戒し 予防 処置を とってい たの 
であれば、 それは 効果を 発揮し ないで しょう。 

• 人間が 被る アインは 嫉妬 や、 至高の アツ ラーの ス V クル （念 唱） を おろそかに する 者 
から 凝視され る ことの 結果です。 そして それは ジンの シャイ ターンに よって 助長され 
る こと もあります。 

参 アインは どのよう にして 起こる か？： 

人が 自らの 羡 望を 誘うよう な 何者かを 目に し、 そして それに 対して 至高の アツ ラーの 御 
《も 祝福の 言葉 も 唱えない 時、 そこに 居合わせた シャイ ターン 的 魂が それを 吸収し、 そし 
て それでもっ て 対象の 破滅 や 害悪を 試みます。 但 しそれ が 効果を 発する のは その 対象に 何 
の 予防 処置 もな く、 かつ 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーが そ うお 望みに なられた 場合に 限られ 
ます。 

参 アインには 2 つの 場合が あります： 

1 ー アインを 及ぼした 者が みかって いるならば、 彼に ク ''スル （全身の 洗浄） をさせます。 
そ して 彼に 偉大 かつ 荘厳なる ア ツ ラーと その 使徒 （彼に ア ツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 
からの 命令への 服従と して グ スルを させたら、 彼の 用いた 水を アインに かかった 者の 背後 
から 一気に 注ぎ かけます。 そうすれば 至高の アツ ラーの お許しと 共に、 その 症状から 快復 
する ことで しょう。 

- イブ ン •アツ バース （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アツ 
ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「アインは 真実で ある。 全ての 物事は 
定 命の もとに 発生す るが、 アイン もまた そうな ので ある。 そして （その 治療の ため 
に） グ スルを する よう 命じられたら、 そうする の だ。」 （ムス リムの 伝承 1) 

- グ スルの 仕方： 


1 サ ヒー フ .ムス リム 但 188)。 
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アブー. ウ マー マ .ブ ン. サ ハル •ブ ン. ハ ニーフが その 父から 伝える と ころに よ 
れ ば、 人々 は 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） と共に マッカに 向かい 
ました... - 中略-そして サ ハル （伝承 者 アブー •ウ マー マの 父） は 失神し まし 
た。 人々 は 彼を 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の もとへ 連れて行き、 
こう 言いました： 「"アッ ラーの 使徒よ、 サ ハルを どうにかして 下さい。 アッ ラーに 
かけて。 彼は 頭を 上げ もしなければ、 目覚め もしない のです。" （アッ ラーの 使徒 
は） 言いました：" 彼 （の 症状の 原因と なった 者） に関して、 誰かむ 当たりの ある 者 
はいる か？" （すると 人々 は） 言いました：。 アー ミル. ブン •ラビ ー アがサ ハルの 
ことを 見て いました。" それで アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あ 
れ） はアー ミルを 呼び、 彼に 怒って こう 言いました：" あなた ホは なぜ 自らの 兄弟を 
殺す のか？ 何 か 気に入る ものを 見たら、 祝福の 言葉を かける ようにす るの だ。" そし 
てアー ミルに、 こう 言いました：。 サ ハルの ために グ スルせ よ。" それで （アー ミル 
は） 水の 入った 容器で 顔と 両手と 両肘、 両 膝と 腰布の 内側を 洗い、 （使用した） その 
水を 別の 男が サ ハルの 背後から、 頭と 背中に 注ぎました。 それから その 容器を 彼の 
背後に ひっくり返し、 置きました。 このよう にして、 サ ハルは （治癒し） 何事 もな 
かった かの よう に 人々 と共に 出発した のでした。」 （アフ マ ドと イブ ン. マージ ャの 
伝承 2) 


2 — アインを 及ぼした 者が 不明の 場合。 このような 場合は アツ ラーが そのこと で 危害を 
及ぼす ことを 欲されて いるな どとは 考えず、 ク ルアー ン やアツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラー 
からの 祝福と 平安 あれ） から 信頼の おける 伝承に よって 伝わる ドゥ アー け 斤 願） でもって 
患者に 魔除けを 施し まち その 際 魔除けを 施す 者 も 施される 者 も、 癒し 手は 偉大 かつ 荘厳 
なる アツ ラーに 他なら ず、 ク ルアー ンが 癒しで ある ことを 確認し なければ なりません。 魔 
除けの 際に 引用され るク ルアー ンの 章句と アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平 
まあれ） から 伝わる ドゥ ア ーには、 な 下に 挙げる ような ものが あります： 

参 アル = ファー ティ ハ 章、 ア ーヤト •アル = クルス イー (ク ルアー ン 2 : 25 が、 雌牛 章 
最後の 節、 イフラー ス章 （ク ルアー ン第 112 章）、 アル =ム アウ ウィ ザ ター それ 
からまた 次の よう なク ルアー ンの節 も 読む ことが 出来ます。 

• 班 それでもし 彼らが あなた ホの 信仰す る ものを 信じた のなら、 正しく 導かれた の だ。 
そしても し 背き 去る のなら、 彼らは （真実に 対する） 激しい 敵意と 不 巧の 中に あるの 
である。 アツ ラーが 彼ら （の 害悪） から あなたを 守って 下さる であろう。 かれ こそは 
全聰 全知の お ホで ある。 の （ク ルアー ン 2: 13 で 


2 真正な 伝承。 ムス ナ ド. アフ マド （16076)、 ス ナン. イブ ン .マージ ャ は 50 が、 サ ヒー フ .スナ 
ン .イブ ン .マージ ャ 位の の。 文章は アフ マドの もの。 

3 訳者 注： ク ルアー ンの 最後の 2 章の こと。 
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• 祀 実に 不信仰を たちは 訓戒 （ク ルアー ン） を 耳に すれば、 その （怒り や 憎悪で 満ち 
た） 眼光で もって あなたを 打ち ひしがん ばかりで ある。 そして 言う： 「彼は ジンに 憑依 
されて 錯乱した 者に 過ぎない。」 の （ク ルアー ン 68 : 51-52) 

• 祀 いや、 彼らは アツ ラーが 与えられた 恩恵に 対して、 人々 を 妬んで いるの だ。 実に わ 
れら （アツ ラーの こと） は イブ ラー ヒー ム （アブラハム） の 一族に 啓 ホと 英知を 授け、 
そして 偉大な 王国を みえた の だ。 の （ク ルアー ン 4: 5 が 

• 祀 そして われら （アツ ラーの こと） はク ルアー ン によって、 信仰者に とって （む 身の 
あらゆる 疾患の） 癒しと なる ものと 慈悲を 下した。 しかし （それは、 真理に 対して） 
不正を 犯す 者たち に とっては、 損失し か 与えて はくれ ない。 の け ルアー ン 17: 82) 

• (3 D 言え、 「それ （ク ルアー ン） は 信仰す る 者たち に とっての 正しい 導きと、 （ム 身の あ 
ら ゆる 疾患の） あしで ある。」 巧 け ルアー ン 41: 44) 


• それから 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） から 信頼の おける 伝承に よっ 
て 伝えられる ドウ アー でもって、 がります。 な 下に 挙げる ものは その 1 例です： 

• 「アッ ラーよ、 人間の 主よ。 （彼から） 災厄を 取り除いて 下さい。 彼を 癒して 下さい。 
あなた こそが 癒される お 方で あり、 あなたの 癒しの 他に 癒しはありません。 （彼を） い 
かなる 病 も 残さない ような 癒しで もって （癒して 下さい）。」 （アル =ブ ハーリーと ムス 
リ ムの 伝承 4 ) 


参 「アッ ラーの 御名 1 において。 あなたを 害する 全ての ものに 対し、 全ての 悪に 対し、 あ 
るいは 妬み 深い アインに 対し、 あなたが 守られる ことを たいます。 アッ ラーが あなた 
を 癒して 下さる よう。 アッ ラーの 御 《において、 あなたが 守られる ことを たいます。"」 
(ムス リ ムの 伝承 5 ) 


参 「あなたを （あらゆる 危害 や 悪事から） 安全 かつ 無縁に して 下さり、 あなたを 全ての 
病から、 そして 嫉妬す る 者の 嫉妬の 悪から、 アインを 有する 全ての 悪から 癒して 下さ 
る アツ ラーの 御 《において。」 （ムス リムの 伝承 6 ) 

参 「人間の 主よ、 災厄を お払い 下さい。 快癒は あなたの 御手に のみ 委ねられて います。 
あなたの 他に それを 取り 除け られる お ホは いません。」 （アル =ブ ハー リ ーの 伝承 7 ) 


4 サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー （のが）、 サ ヒー フ .ムス リム （2191)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 
5 サ ヒー フ .ムス リム 但 18 が。 

6 サ ヒー フ .ムス リム 但 185)。 

7 サ ヒー フ. アル =ブ ハーリー （5744)。 
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• 「おは 完全なる アッ ラーの 御言 葉に よって、 全ての シャイ ターンと 毒を 持つ 生物から、 
そ して 悪を もたらす 全ての アイ ン からの ご 加護を 願います。」 （アル =ブ ハーリーの 伝 
承 8) 


• 「おは 完全なる アッ ラーの 御言 葉に よって、 かれの お怒りと その 懲罰、 その しもべた 
ちの 悪と シャイ ターンの ささやき、 そして 彼らが （おの 諸事に おいて） 立ち入って 来 
る ことからの ご 加護を 願います。」 （アブー. ダー ウー ドと アッ = ティル ミズ ィーの 伝 
承 9) 

• 「おは 完全なる アッ ラーの 御言 葉に よって、 かれが 創造され た 悪からの ご 加護を 願い 
ます。」 （ムス リムの 伝承 10) 

• 「アッ ラーの 御ぶ において」 と 3 回 言い、 それから 痛みの ある 場所に 手を 置いて 7 回 
「おが 感じ、 そして 警戒す ると ころの 悪に 対し、 アッ ラーと そのご 威力に ご 加護を 願 

います」 と 言います。 （ムス リムの 伝承 11) 

• 「この 上な く 偉大な アッ ラー、 偉大な 玉座の 主に、 あなたを 癒して 下さい ますよう お 
願いし ます」 と 7 回 唱えます。 （アブー •ダー ウー ドと アッ = ティル ミズ イーの 伝承 
吗 


8 サ ヒー フ. アル =ブ ハーリー は 371)。 

9 良好な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （389 の、 サ ヒー フ. ス ナン. アブー. ダー ウー ド は 294)、 
ス ナン. アツ = テイル ミズ イー は 52 の、 サ ヒー フ .ス ナン. アツ = テイル ミズ イー 但 793)。 文章は ア 
ツ = テイル ミズ イーの もの。 

10 サ ヒー フ .ムス リム 但 70 が。 

11 サ ヒー フ .ムス リム 但 202)。 

じ 真正な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （310 が、 サ ヒー フ .ス ナン. アブー. ダー ウー ド （266 の、 
ス ナン. アツ = テイル ミズ イー 位08 の、 サ ヒー フ .ス ナン. アツ = テイル ミズ イー （169 の。 文章は ア 
ブー. ダー ウー ドの もの。 
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